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３月定例会のあらまし３月定例会のあらまし

令和６年３月定例会が２月２２日から３月１４日までの２２日間の日程で開かれました。
　市長より条例の制定及び一部改正、令和５年度各会計補正予算及び令和６年度各会計当初予
算などの議案が提出され、全て原案のとおり可決しました。
　主な議案は次のとおりです。

　あぶくま洞関連施設の計画的な整備、修繕、更新等に必要
な経費の財源に充てるための基金を設置し活用するため、条
例の制定をするものであり、原案のとおり可決しました。

入水鍾乳洞入水鍾乳洞

●●あぶくま洞関連施設整備基金条例あぶくま洞関連施設整備基金条例

●令和５年度補正予算●令和５年度補正予算

○一般会計補正予算（第８号）

　令和５年度一般会計補正予算及び特別会計補正予算並びに企業会計補正予算が提出され、原案のとおり可
決されました。補正予算の主な内容は、次のとおりです。

補正額（補正後予算総額） 補正の主な内容
事　業　名 補　正　額

１８億２，３９７万９千円減
（245 億 4,806 万 7 千円）

病院事業会計負担金（新病院建設事業） △７億２，７７２万４千円

保健福祉厨房施設建設事業 　  △１億８，０００万円

　名称を「森林公園」に改めるとともに、施設使用料の見直
し及び屋外シャワー室の設置に伴い条例の改正をするもので
あり、原案のとおり可決しました。

森林公園森林公園

●●田村市船引総合利用森林条例の一部を田村市船引総合利用森林条例の一部を
　改正する条例　改正する条例



田村市議会3

次
の
ペ
ー
ジ
は
、「
令
和
６
年
度
当
初
予
算
の
あ
ら
ま
し
」
で
す
。

次
の
ペ
ー
ジ
は
、「
令
和
６
年
度
当
初
予
算
の
あ
ら
ま
し
」
で
す
。

３月定例会において、請願１件が審議されました。結果は次のとおりです。

◎◎ 請願 ・ 陳情審査結果 ◎◎◎◎ 請願 ・ 陳情審査結果 ◎◎

請　願請　願 ○市道新田作線道路整備事業の早期完成について　【採択】

　　請願者　　常葉町新田作行政区　区長　渡邊　幸藏　（紹介議員　管野　公治　議員）

◎◎ 議員発議による意見書及び決議 ◎◎◎◎ 議員発議による意見書及び決議 ◎◎

３月定例会において、議員発議による意見書提出の議案１件が審議され、原案のとおり可決されました。
　内容は次のとおりです。
○震災及び原発事故からの復興・再生について中長期的な対応を求める意見書
　提出先　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、経済産業大臣、復興大臣

○特別会計補正予算

会　計　名　称 補　正　額 補正後の予算総額

国民健康保険特別会計補正予算（第５号） △４７２万８千円   ３５億８，７４２万円

介護保険特別会計補正予算（第４号）  △８，０２０万円   ４７億５，０７７万５千円

後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） ２２２万９千円 ４億２，７０６万７千円

滝根町観光事業特別会計補正予算（第４号） ７，８７３万５千円 ３億　 ９４４万８千円

診療所事業特別会計補正予算（第４号） △４９０万２千円 ２億　 ８２０万８千円

○企業会計補正予算

会　計　名　称 補　正　額 補正後予算総額

水道事業
（第４号）

収益的収入 △２，１０１万１千円 ６億５，４４０万円

収益的支出 △２，１０１万１千円 ６億５，４４０万円

資本的収入 △４，５９７万２千円 ３億３，６０４万１千円

資本的支出 △２，７７５万８千円 ６億　 ７２７万１千円

公共下水道事業
（第４号）

収益的支出 △１３万８千円 ６億１，９６８万５千円

資本的収入 △１６８万２千円 ３億３，９０９万５千円

資本的支出 △１５４万４千円 ５億１，８４０万９千円

病院事業
（第４号）

収益的収入 △７１７万４千円 １億　 ８７６万２千円

収益的支出 △７１７万４千円 １億　 ８７６万２千円

資本的収入 △１７億１，０７２万４千円 ９，１９８万３千円

資本的支出 △１７億１，０７２万４千円 ９，１９８万３千円
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　国では、「新しい資本主義」の実現に向けた、三位一体の労働市場改革による構造的賃上げの実現
と「人への投資」の強化、分厚い中間層の形成、少子化対策・こども政策の抜本強化などの投資拡大
と経済社会改革の実行や、防災・減災、国土強靭化、東日本大震災からの復興、国民生活の安全・安
心に向けた方針を示しております。
　令和６年度各会計の当初予算は、第２次田村市総合計画における「ワクワクがとまらない　自然と
チャレンジがいきるまち　田村市」の将来像を目指すため、５つの目標及び復旧・復興事業を柱とし、
市の飛躍と市民の力・地域の力による復興を着実に推進するとともに、田村市らしいまちづくりを進
めることを基本に編成されています。

令和６年度当初予算のあらまし令和６年度当初予算のあらまし

３９事業 　２億６，０２６万２千円

◎主な事業のピックアップ

★★働きたいまち働きたいまち

２０事業　２１億６，３８４万１千円★安心と絆のまち★安心と絆のまち

◎主な事業のピックアップ

ムシムシランド周辺施設整備 ・ムシムシランド周辺施設整備 ・
昆虫採集体験場整備事業　　　昆虫採集体験場整備事業　　　３，９４４万６千円３，９４４万６千円 エコノミックガーデニング事業　エコノミックガーデニング事業　１，１６３万９千円１，１６３万９千円

新病院建設事業　１８億新病院建設事業　１８億６，１９３万円６，１９３万円 にこたむ fes 事業　３７０にこたむ fes 事業　３７０万円万円
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令和６年度各会計当初予算案令和６年度各会計当初予算案

【一般会計総額】　　 ２６１億円【一般会計総額】　　 ２６１億円

【各特別会計総額】　　８９億２，５４０万円【各特別会計総額】　　８９億２，５４０万円

【各企業会計総額】　　４３億７，７００万３千円【各企業会計総額】　　４３億７，７００万３千円

【全体総額】　　　　　 ３９４億　 ２４０万３千円を可決！！【全体総額】　　　　　 ３９４億　 ２４０万３千円を可決！！

対前年比  ２．０％の減

２４事業　 ３億３，３８１万８千円

★★学べるまち学べるまち

◎主な事業のピックアップ

★住みたいまち★住みたいまち

◎主な事業のピックアップ

対前年比  ５．７％の増

対前年比 ２．９％の増

１１事業　３億３，４３３万８千円

★支えあいのまち★支えあいのまち ★復旧・復興事業★復旧・復興事業

◎主な事業のピックアップ

２６事業　２９億３，９６６万１千円

２３事業　２１億１，０９４万４千円

自動運転バス実証調査事業　自動運転バス実証調査事業　９，０００万円９，０００万円

◎主な事業のピックアップ

農産物振興施設整備事業　８億農産物振興施設整備事業　８億６，６８３万４千円６，６８３万４千円

東大１０人構想事業　東大１０人構想事業　１２２万５千円１２２万５千円

地域ブランディング事業　地域ブランディング事業　２，０００万円２，０００万円
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●一般会計予算の内訳●一般会計予算の内訳 一般会計歳入歳出総額　２６１億円一般会計歳入歳出総額　２６１億円

歳入歳入

（市に入って（市に入って

くるお金）くるお金）

①市税①市税

②繰入金②繰入金

③その他自主財源③その他自主財源

令和６年度当初予算額

自
主
財
源

①  ３８億７，７３９万円

② ２０億８，０６５万２千円

③ ２０億９，８０７万９千円

依
存
財
源

④ ８６億５，７６７万４千円

⑤ ３４億９，８４４万７千円

⑥ ２７億　 ８１２万９千円

⑦ １８億　 ５７４万７千円

⑧ １３億７，３８８万２千円

④地方交付税④地方交付税

⑤国庫支出金⑤国庫支出金

⑥市債⑥市債

⑦県支出金⑦県支出金

⑧その他依存財源⑧その他依存財源

14.9％14.9％

8.0％8.0％

8.0％8.0％

33.2％33.2％

13.4％13.4％

10.4％10.4％

6.9％6.9％

5.2％

令和６年度当初予算額
① １億８，２２３万１千円
② ２９億８，７５９万３千円
③ ５７億２，６８３万２千円
④ ４６億６，８４９万３千円
⑤ ３１億１，３９７万６千円
⑥ ９億１，４８６万５千円
⑦ １８億６，３１７万２千円
⑧ １３億７，２１９万４千円
⑨ ２１億３，１０８万９千円
⑩ ２８億４，０８８万１千円
⑪ １億８，９３５万１千円
⑫ １億    ９３２万３千円

歳出歳出
（市で使う（市で使う

お金）お金）

②総務費②総務費

③民生費③民生費

⑤農林水産費⑤農林水産費 ④衛生費④衛生費

⑦土木費⑦土木費

⑨教育費⑨教育費

⑩公債費⑩公債費

⑪諸支出金⑪諸支出金

11.5％11.5％

21.9％21.9％

11.9％11.9％ 17.9％17.9％

7.1％7.1％

8.2％8.2％

10.9％10.9％

0.7％0.7％

①議会費
0.7％0.7％

⑥商工費

3.5％3.5％

⑥商工費⑥商工費

⑧消防費⑧消防費
5.3％5.3％

①議会費①議会費

⑫その他⑫その他 0.4％0.4％

○歳入内訳

令和６年度予算総額 割　合
自
主
財
源

８０億５，６１２万１千円 ３０．９％

依
存
財
源

１８０億４，３８７万９千円 ６９．１％

○歳出内訳

5.2％5.2％



田村市議会7

次
の
ペ
ー
ジ
は
、「
代
表
・
一
般
質
問
一
覧
」
と
「
代
表
質
問
」
で
す
。

次
の
ペ
ー
ジ
は
、「
代
表
・
一
般
質
問
一
覧
」
と
「
代
表
質
問
」
で
す
。

○令和６年度各特別会計予算

会　計　名　称 令和６年度当初予算額 対　前　年　比
特
別
会
計

国民健康保険 ３５億５，９５０万円 ▲０．９％
介護保険 　　　　  ４７億円 ０．５％
後期高齢者医療 ４億５，８４０万円 ３．８％
診療所事業 ２億　 ７５０万円 ０．３％

会　計　名　称 令和６年度当初予算額

水
道
事
業

収益的収支 ６億５，９９７万７千円
資本的収入 ２億４，３５０万５千円
資本的支出 ４億６，５６１万３千円

公
共
下
水
道
事
業

収益的収入      ５億９，３１３万円
収益的支出 ６億 　８２４万７千円
資本的収入 ３億　 １４２万４千円
資本的支出 ４億９，４７５万３千円

病
院
事
業

収益的収支 ２億７，３２１万５千円

資本的収支 １８億７，５１９万８千円

○令和６年度各企業会計

※収益的収支とは・・・
　経営活動によって発生する収入と
支出のことをいいます。具体的には、
収入では使用料などの料金収入が、
支出では施設の維持管理費や減価償
却費などが該当します。

※資本的収支とは・・・
　施設の建設改良に関する投資的な
収入と支出のことをいいます。具体
的には、収入では国庫補助金や企業
債が、支出では施設の建設改良費・
企業債償還金が該当します。

予算常任委員会で集中審査。予算常任委員会で集中審査。議論白熱の６日間！！議論白熱の６日間！！ 予算常任委員会予算常任委員会
委員長　佐藤　重実令和５年度補正予算９件と令和６年度当初予算８件の合計１７議案を審査令和５年度補正予算９件と令和６年度当初予算８件の合計１７議案を審査

サツマイモの６次化とあるが、具体的な取組み内容
及びサツマイモ以外の６次化の取組みは。

（農林課）ＡＡ
サツマイモの加工品としての主な商品として干し
芋、焼き芋、ペーストなどを予定しております。
サツマイモ以外の取組みとして、そばの実を製粉す
ることやピーマン・トマトなどの野菜類の中で規格
外商品を活用したカット野菜やフリーズドライなど
への加工を検討しております。

Ｑ

予算常任委員会審査の様子予算常任委員会審査の様子

令和６年度一般会計当初予算令和６年度一般会計当初予算

ＡＡ

新規事業としてＪＲ磐越東線利用促進事業とあるが
具体的な取組みは。

（企画調整課）
令和５年３月から磐越東線活性化協議会が設立さ
れ、沿線自治体職員やＪＲ職員により、活性化に向
けた協議が行われております。令和６年度は親子を
対象に夏休み期間に磐越東線に乗車し、近隣自治体
の会場に向かい図画工作等のワークショップ等の企
画を検討しております。

Ｑ

（環境課）

生ごみ処理機購入に対する補助が計上されているが
補助対象となる機械は。

ＡＡ
電動式生ごみ処理機に限定するものとなります。
現在、販売されているものとして、乾燥式といわれ
る生ごみに温風を当てることにより減量化させるも
のやバイオ式といわれる微生物のはたらきによって
たい肥をつくるものの２種類が補助対象となりま
す。

Ｑ



議会だより／第７７号 8※　代表質問や一般質問の欄にＱＲコードが掲載されています。スマー
トフォンなどで読み取ると、YouTube の録画映像にアクセスすること
ができますのでご活用ください。

代表 ・ 一般質問一覧表代表 ・ 一般質問一覧表
会派名、議員名 質　　問　　事　　項 ページ

代表質問

政友会
猪瀬　明議員

新年度当初予算について P9
田村市東部産業団地について 〃
指定管理及び事業委託について
重要施設建設計画について P9
エコノミックガーデニング事業について

至誠会
安瀬　信一議員

令和６年度新事業と予算について
市長の市政計画について
太陽光パネル設置に対する市の考えについて P9
子供の居場所について 〃

改革未来たむら
遠藤　雄一議員

エコノミックガーデニング事業について P10
市道の整備について 〃

市民 net たむら
菊地　武司議員

令和６年度当初予算について 〃
市長就任後３年間の市政取り組みについて
防災について
自動運転バスの実証運行について P10

議　員　名 質　　問　　事　　項 ページ

一般質問

吉田　文夫議員

市長の市政に対する基本的な姿勢について
第２次田村市総合計画によるまちづくり指針について
安心・安全なまちづくりについて P11
環境衛生について 〃
医療体制について
教育環境の向上と学校施設の老朽化対策について
後期高齢者医療制度について

吉田　一雄議員
危機管理について P11
防犯への取り組みについて 〃
市内の観光推進について

蒲生　康博議員
情報化推進の取り組みについて P12
あぶくま洞とその周辺の観光について
市道大橋中広土線の整備について P12

佐藤　重実議員

市職員の離職について 〃
建設業の公共事業について
市内の砂防ダム管理状況について

「市民総参加の憩いの杜」について P12
昆虫ビジネスについて

管野　公治議員

行政改革について P13
教育振興について 〃
子育て支援事業について
水道事業について

大河原孝志議員

基金について
道の駅について
悪質商法・特殊詐欺被害防止対策について P13
不登校対策について 〃

半谷　理孝議員 屋内こども遊び場の始末について P14

二瓶恵美子議員

防災対策について 〃
市の観光と PR 事業について
キッチンカー移住チャレンジ事業と移住者交流会について
市政２０周年を迎えるにあたって P14

石井　忠治議員

公共施設等の整備及び効率的運用計画について
大規模災害等の広域相互支援体制による安心・安全なまちづくりについて P15
田村市新エネルギービジョン推進の現状と課題について 〃
こども遊び場（おひさまドーム）の運営実態と屋根の再施工に係る損害賠
償請求について

　議員ごとに質問事項（下表）を掲載しております。
掲載ページのない質問内容は、田村市議会 YouTube
をご利用ください。
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次
の
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問
」
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す
。

次
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ー
ジ
は
、「
代
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問
」
と
「
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問
」
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す
。

状況を踏まえ、民間と
の連携を検討します。

　地域のつながりの希薄化、少子化の進展により、
地域の中でこどもが育つことが困難になっているな
どの背景を踏まえ、国は昨年１２月に「こどもの居
場所づくりに関する指針」を定めました。
　市といたしましては、この指針を踏まえて、各地
区で取組んでいる居場所の現状把握と利用状況に
あった居場所の在り方を見極め、民間との連携を図
り、官民協働に向けて検討してまいります。

ＡＡ（保健福祉部長）

６つの柱を設け、
編成しました。

　本年４月に建設工事の入札告示を行い、本契約を
締結後に工事に着手したいと考えております。その
ほか、建設工事と並行して、医療機器や什器・備品
等の調達を行い、施設完成後に現病院から引っ越
し、令和８年度下期の開院を見込んでおります。
　令和５年度は、候補地の選定をはじめ、「社会資
本整備総合交付金」の活用を想定した都市再生整備
計画の提案、概算費用算定等も含めた調査業務を実
施しております。
　今後は、調査結果をもとに、候補地の選定、基本
構想や立地適正化計画の見直し、そして新病院建設
事業を含む令和９年度までの都市再生整備計画に続
く新たな計画の策定などを行いながら、施設整備に
向けて検討を進めてまいります。

ＡＡ（副市長）

田村市東部産業団地田村市東部産業団地

政友会政友会
　　猪瀬　明議員　　猪瀬　明議員

新年度予算編成の
基本方針は。

小中学生の居場所
づくりは。

小中学生の居場所づくりは。Ｑ

①新市民病院の移転・開院までの計画は。
②生涯学習等複合施設整備計画の進捗状況は。

Ｑ

　新年度予算では、新病院建設事業など医療の分野
に積極的に予算を配したほか、第２次田村市総合計
画における、「ワクワクがとまらない自然とチャレ
ンジがいきるまち田村市」の将来像を目指すための
５つの目標及び復旧・復興事業を柱とし、着実に推
進する予算編成をしております。

ＡＡ（市長）

予算編成の基本方針は。Ｑ

子育て支援センター子育て支援センター

録画映像は
こちらから

録画映像は
こちらから

代　表　質　問

太陽光パネル設置に対する市の考えについて 新年度当初予算について

重要施設建設計画について
子供の居場所について

　太陽光発電に使用する太陽光パネルは、製品寿命
が約２５年から３０年とされており、令和２２年頃
には太陽光パネルを含む廃棄物が発生することによ
り、適正な管理及び廃棄物の処分費用の確保が求め
られています。
　国においては、令和４年７月から１０kw 以上の
太陽光設備を有する全ての事業者を対象に、固定価
格買取制度が終了する１０年の期間内において設備
廃棄費用の積立が開始されました。
　市では、事業者に対し、老朽化した太陽光パネル
等の処分費用を国の制度を活用し、適正に処分する
よう促すなどの対策を講じております。
　太陽光発電施設はクリーンエネルギーへの転換、
遊休地の活用、災害時のライフラインの安定的な確
保などの利点がある一方で、土砂災害の危険性、景
観の悪化、施設管理不足による近隣住民とのトラブ
ルなど、生活に悪影響を及ぼす可能性もかねてより
指摘されております。
　市として、現在のところ条例の制定を考えており
ませんが、国や他自治体の動向を見ながら、景観資
源を保全しつつ再生可能エネルギーと共存できるま
ちづくりを進めてまいります。

ＡＡ（総務部長）

①放置などの想定外のトラブルへの対策は。
②景観保全を目的とした条例の制定は。

Ｑ

①①

②②

至誠会至誠会
　安瀬　信一議員　安瀬　信一議員

　土砂崩れ災害への対策は、「切土工・斜面安定工
指針」や「盛土工指針」などの基準に基づき、適切
に施工を進めるとともに、現場管理においても日々
施工箇所の点検を徹底することで災害の未然防止を
図り、有事に際して早期に対応できる体制を講じて
おります。

ＡＡ（産業部長）

Ｑ

田村市東部産業団地について

①①

②②

調節池の工事延長に伴う災害への対応は。
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体制の構築やランニング
コスト削減などです。

　持続可能な運行に向けた民間事業者等との連携体
制の構築やランニングコストの削減、より多くの
方々に利用していただくための意識の醸成などが課
題と考えております。

ＡＡ（総務部長）

講演会や本会議など
を設置しました。

　対応済み及び対応見込の件数・金額につきまして
は、３２１件、１億７，０００万円であり、財源は、
道路占用料が１，０１０万４，０００円、市単独費が
１億５，９９５万６，０００円です。
　構成比は、工事費が７，３００万円で４３％、道
路修繕費が９，０００万円で５３％、河川修繕費が
１５０万円で１％、災害復旧費が５５０万円で３％
となっております。

ＡＡ（建設部長）

エコノミックガーデニ
ング事業の取組みは。

自動運転バス実証
運行での課題点は。

自動運転バス実証運行での課題点は。Ｑ

令和５年度内の対応済み及び対応見込件数・金額及
び財源別の金額と構成比は。

Ｑ

　令和３年度は、エコノミックガーデニング事業の
第一人者である拓殖大学の山本教授を経営戦略アド
バイザーとして委嘱し、講演会等を実施いたしまし
た。
　令和４年度は、市内事業者の現状等を把握するた
めに、実態把握調査を実施いたしました。さらに、「中
小企業振興条例の活用、エコノミックガーデニング
の実践」と題した講演会を開催するとともに、次年
度に向けた事業計画を検討いたしました。
　令和５年度は、「エコノミックガーデニング田村
本会議」やワーキンググループの役割を担う「エコ
ノミックガーデニング田村実務者会合」を設置し、
令和５年１１月に「第１回中小企業及び小規模企業
者の振興施策の推進に関する提案書」をまとめてい
ただいております。
　なお、３月２５日には企業等現状把握分析などの
報告会を兼ねて、市内事業者に向けてのシンポジウ
ムを実施することとしております。

ＡＡ（市長）

令和３年度から令和５年度における主な事業内容
は。

Ｑ

自動運転バス自動運転バス

録画映像は
こちらから

録画映像は
こちらから

令和６年度当初予算について エコノミックガーデニング事業について

市道の整備について

自動運転バスの実証運行について

　ふるさと納税につきましては、本格的に返礼品の
提供を始めた平成２６年度の納税額は３７０万円で
したが、返礼品の充実やふるさと納税サイトの利用
などにより、年度ごとに増減はあるものの増加基調
で推移し、令和３年度は１億７，０５０万６，０００
円の寄附をいただいております。
　令和５年度は、主力返礼品である米において、返
礼品単価の競争激化などの要因により、寄附額は
９，９６１万２，０００円と落ち込みましたが、令和
６年度は、肉や果物の返礼品の充実を図り、カー
ネーションなどの花き類、市内宿泊施設やキャン
プ場の宿泊券、市内のみで使用可能なキャッシュ
レス商品券を加えた結果、令和６年１月末現在、
１億３，３１０万８，９００円のふるさと納税をいた
だいております。
　また、企業版ふるさと納税は、国から認定を受け
た地域再生計画に記載された取組みに対し、市外に
本店を置く企業からの納税について、その９割を法
人税や法人住民税などから控除するもので、市で
は、令和３年度に１件５０万円、本年度は１月末現
在で３件４５０万円の納税をいただいております。
今後も、国や他市町村の動向について情報収集を行
い、市の企業版ふるさと納税の周知をさらに図りな
がら、納税額を増やす取組みを進めてまいります。

ＡＡ（副市長）

ふるさと納税と企業版ふるさと納税の取組みは。Ｑ

改革未来たむら改革未来たむら
　遠藤　雄一議員　遠藤　雄一議員

代　表　質　問

市民 net たむら市民 net たむら
　菊地　武司議員　菊地　武司議員

提案書提出式の様子提案書提出式の様子
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費用対効果を鑑み、
検討します。

対策を進めており、順次
切り替えを進めます。

　市指定ゴミ袋が破れやすいとの声は、電話や昨年
９月から１０月にかけて行った市民アンケートによ
り状況を把握しております。
　現在販売している市指定ゴミ袋は、近年の主原料
等の価格高騰による製造原価の上昇を抑えるため、
昨年５月の発注分から袋の素材や厚み、大きさ等の
仕様は変えずに、製造業者を変更したものです。
　しかし、同等品でありながら、ゴミ袋を引き離す
際や袋にゴミを押込む際に、従来品と比べて袋が破
けてしまう場合があり、使い勝手が悪いという意見
が寄せられております。
　現在、製造業者とともに実際の使用感を確認しな
がら、ゴミ袋を破れにくいものへと改善するための
対策を検討しており、令和６年４月以降は、改良後
の製品に順次切り替える予定で進めております。

ＡＡ（市民部長）

市指定ゴミ袋市指定ゴミ袋

　吉田　一雄議員　吉田　一雄議員 　吉田　文夫議員　吉田　文夫議員

市指定ゴミ袋の状
況把握と対策は。

通学路等への防犯
カメラ設置の考えは。

市指定ごみ袋が破れやすいとの声の状況把握と今後
の対策は。

Ｑ

　市街地及び通学路の防犯対策として、防犯灯の設
置及び維持管理事業を進めており、行政区からの設
置要望をもとに優先度の高いものから順次防犯灯を
設置し、現在、市全体で４，１０１基の防犯灯を維
持管理しております。
　そのほか、学校における通学路の防犯対策とし
て、各学校において学校運営協議会やＰＴＡ、保護
者等に、子ども１１０番の家や子どもの安全見守り
隊活動への協力を依頼し、児童生徒の登下校時の安
全・安心の確保に努めております。
　防犯カメラの設置は、事件事故や不審者等の捜
査、犯罪抑止に有効であると認識しており、市内に
おいても地域で自主的に防犯カメラを設置する取組
みがあることを承知しておりますが、市内全域を網
羅する防犯カメラの設置を進めるためには、財政的
負担をはじめ多くの課題があると考えております。
　防犯カメラの導入については、新たな機材やサー
ビスが開発されていることから、費用対効果も鑑み
ながら、情報収集と検討を進めてまいります。

ＡＡ（市民部長）

市街地及び通学路で行っている防犯に対する取組み
と防犯カメラ設置に対する考えは。

Ｑ

　防犯灯の設置要望は、行政区長より要望書として
市に提出いただいており、昨年度が１５件、本年度
は１月末までで１５件の要望が寄せられておりま
す。要望いただいた箇所につきましては全て現地調
査を行い、防犯灯の新設基準である、原則１００ｍ
の間隔と併せて要望箇所周辺にある街路灯などの設
置状況を踏まえたうえで設置の可否を判断してお
り、昨年度が１５基、本年度は１８基の防犯灯を新
設いたしました。
　防犯灯増設の考え方については、市内にはまだま
だ防犯灯を必要とする箇所があると認識しており、
地域からの要望を踏まえ、通学路であることや周辺
の街路灯などの設置状況を勘案し、優先度の高いも
のから新設することとしております。

ＡＡ（市民部長）

防犯灯要望箇所の点検状況と防犯灯増設の考えは。Ｑ

防災倉庫備蓄品防災倉庫備蓄品

録画映像は
こちらから

録画映像は
こちらから

　避難所数は、指定避難所が３６か所、民間施設を
含む福祉避難所が２１か所です。
　収容人数は、感染症対策、プライバシー等に配
慮し、一人当たり３㎡を確保できるように設定し
た場合、指定避難所が５，５０６人、福祉避難所が
７８７人、計６，２９３人です。
　主な備蓄品の内容は、アルファ米２，４００食、
水５００ｍｌペットボトル４８０本、1 Ｌペットボ
トル１，２１０本のほか、毛布１万枚、小型カーペッ
ト５００枚、パーテーションテント２００張り、段
ボールベット１３０個などを備蓄しております。

（市長）ＡＡ

一　般　質　問

危機管理について 安心・安全なまちづくりについて

環境衛生について

防犯への取組みについて

避難所数と収容人数及び備蓄品の内容は。Ｑ
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実証実験に向けて
準備を進めています。

ＤＸ推進室及び情報化推
進係を創設しています。

　市道大橋中広土線の整備については、蟹内地区の
一部まで拡幅改良舗装が完成しておりますが、地元
からは未改良部分の拡幅改良要望書が提出されてお
りますので、市では財政状況を鑑みてその進捗を
図ってまいります。
　なお、令和元年度以降は、側溝敷設による拡幅工
事を進めており、本年度も延長１０ｍを整備してお
ります。来年度以降も側溝敷設による拡幅工事を進
めるとともに、待避所を複数か所設けることも検討
しております。
　市道大橋中広土線の中広土地内の未改良部分につ
いては、整備構想に基づき、令和２年１２月に地権
者説明会を開催したところですが、その後、事業の
進捗は図られておりません。

ＡＡ（建設部長）

　蒲生　康博議員　蒲生　康博議員

市のＤＸ推進体制は。昆虫ビジネスの今後
の進展は。

①滝根町広瀬字蟹内地内以南の整備計画は。
②中広土地区の未改良部分の整備計画は。

Ｑ

　市のＤＸを推進するための基本計画となる田村市
ＤＸ推進計画の素案を策定したところであり、重点
取組み事項として、自治体フロントヤード（※１）
改革の推進、自治体情報システムの標準化・共通化、
マイナンバーカードの普及促進・利用の推進、セキュ
リティ対策の徹底、自治体のＡＩ・ＲＰＡ（※２）
の利用推進、テレワークの推進などに取組んでおり
ます。
　推進体制につきましては、令和３年度までは財政
課管財係の一部として情報化推進に取組んでおりま
したが、令和４年度から新たにＤＸ推進室を創設
し、室長以下３人体制で発足いたしました。令和５
年度からは、室内に情報化推進係を創設し、室長補
佐兼係長を置き、令和５年１０月からは係員を１人
増員し、現在４人体制で推進しております。

ＡＡ（市長）

ＤＸを進めるにあたっての基本理念、基本計画、推
進体制は。

Ｑ

昆虫館昆虫館

録画映像は
こちらから

録画映像は
こちらから

一　般　質　問

市職員の離職について

市道大橋中広土線の整備について

　メンタルヘルス対策として、メンタルヘルス総合
支援業務として、精神保健福祉士や臨床心理士によ
る相談業務をはじめ、メンタルヘルスセミナーの開
催やストレスチェックなどを実施しております。
　また、人事評価などの機会を活用して、職員と評
価者となる上司との面談を実施し、所属部署内の状
況や仕事の取組状況を話し合うほか、人事担当者と
職員の 1 対 1 による面談も実施しており、所属部
署内では伝えにくいこともしっかり聞き取り、職員
の心の安定が保たれ、心の病に陥ることのないよ
う、コミュニケーションを図っております。

ＡＡ（総務部長）

職員のストレス解消対策は。Ｑ

「市民総参加の憩いの杜」について

　市は、「自ら対応策を考え、行動を起こす」とい
う陳情者側の意思を尊重し、まず、民間主導による
主体的な組織において、事業の計画・立案・実行が
できる体制を整えていただいたうえで、市民総参加
の事業として、各種団体や企業を含む市民の理解を
得ることが重要と考えており、市ではその進捗に応
じて必要な支援をしてまいります。

ＡＡ（市長）

今後の進展は。Ｑ

　佐藤　重実議員　佐藤　重実議員

情報化推進の取組みについて

昆虫ビジネスについて

　現在、昆虫ビジネス企業である株式会社ＴＯＭＵ
ＳＨＩ社がムシムシランドの周辺エリアに専用コン
テナを設置し、田村市内の堆肥や給食センターの食
料残渣を活用し、カブトムシの養殖を行う実証実験
に向けて、準備を進めているところです。
昆虫事業に精通し、市の昆虫サポーターでもある当
該企業と連携しながら、新たな昆虫産業の創出に向
けて実証実験を進めてまいります。

ＡＡ（産業部長）

今後の進展は。Ｑ

①①

②②

市道大橋中広土線市道大橋中広土線

※１　自治体と住民の接点となる庁舎窓口や公
共施設などを意味し、具体的には行政手続きや
通知、広報などのこと。

※２　人間がパソコン上で行っている業務をロ
ボットが代わりに自動で処理する技術のこと。
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出前講座などの啓発
活動を行っています。

　不登校傾向にある児童生徒を早期に発見するため
の校務支援システムを活用することで、迅速に、不
登校対策を講じるよう指導しております。
　また、不登校の児童生徒に対し、スクールカウン
セラーとの相談の機会を設け、関係機関との連携を
強化し、定期的な家庭訪問やオンライン授業を実施
するなどの指導をしております。
　さらに、市教育委員会では、学習・適応支援教室
「まごころ教室」を開設しており、２月７日現在、
小学生５人、中学生１１人が在籍し、心の教室相談
員と学校が連携して、集団生活への適応、基礎学力
の補充、基本的生活習慣の改善などのための相談・
指導を行い、学校復帰に向けた支援を実施しており
ます。

ＡＡ（教育長）

所要の経費を見込んで
業務委託しています。

　市では、４割近い児童生徒の給食費を無償化して
おります。更なる拡大には財源が必要であり、全て
の自治体が学校給食費の無償化が実現できるよう、
財源の確保について国に要望してまいります。
　現在、市を代表して大会に参加する競技は、市町
村対抗福島県軟式野球大会、福島県ソフトボール大
会、福島県縦断駅伝競走大会があります。優秀な成
績を収めることができるよう大会までの練習やサ
ポートを頂くため、各協会に対し、傷害保険への加
入や各種用具等の購入のほか、当日の飲食や会場ま
での移動費など所要の経費を見込んだうえで、業務
を委託しております。

ＡＡ（教育長）

　大河原　孝志議員　大河原　孝志議員

市代表として参加す
る経費の考え方は。

各種詐欺被害から
の防止対策は。

学校に対する指導は。Ｑ

①学校給食無償化の実施は。
②市代表として参加するスポーツ大会事業経費の基
　本的な考え方は。

Ｑ

　クラスター方式につきましては、合併 5 町村そ
れぞれの個性を高めつつ連携を深めることにより、
市全体のまとまりと発展につながるとの考えのも
と、田村市の合併方針として定められ、これまで運
用してきております。
　合併以降、業務の効率化を進め、職員数の削減に
取組むなど、事務事業を再編し、市民がどの地域に
住んでいても同質のサービスを享受できるという合
併時のクラスター方式の理念を堅持し、地域の特性
を活かしたまちづくりに取組んでまいりました。
　しかしながら、地方財政を取り巻く環境は一層厳
しさを増し、本市でもさらなる合理化・効率化が求
められております。
　今後も、市民の皆様の声に耳を傾け、行政局の役
割、地域のあり方を引続き検討し、より効率的な行
政運営に取組み、「市民目線で元気で安心なまちづ
くり」の実現に努めてまいります。

ＡＡ（市長）

町村合併時のクラスター方式の現状は。Ｑ

消費生活出前講座消費生活出前講座

録画映像は
こちらから

録画映像は
こちらから

市政だよりや市ホームページ、公式ＳＮＳなど
に、季節や社会情勢に応じて発生が懸念される、詐
欺や悪質商法に関する情報を掲載し、周知及び注意
喚起を図っております。
　また、令和４年度から、市民向けの消費生活出前
講座を実施しており、市内老人クラブの集会や運動
サロン等へ市消費生活相談員が出向き、高齢者がだ
まされやすい詐欺対策についての講話や、船引高校
においては、成人年齢が１８歳に引下げられたこと
に伴う契約トラブル対策についての講話など、高齢
者や若者が消費者トラブルに遭わないよう、啓発を
実施しております。
　なお、出前講座の件数は、令和４年度１４件、令
和６年１月末現在で１２件となっております。
　今後とも、多様化、複雑化する詐欺被害や悪質商
法から市民を守るため、被害防止対策を継続してま
いります。

（市民部長）ＡＡ

一　般　質　問

悪質商法・特殊詐欺被害防止対策について 行政改革について

教育振興について

各種詐欺被害から市民を守るための防止対策は。Ｑ

市町村対抗福島県軟式野球大会市町村対抗福島県軟式野球大会

　管野　公治議員　管野　公治議員

不登校対策について

①①

②②
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一体感を享受できる催
しを検討しています。

結果が出次第、報告
します。

おひさまドームおひさまドーム

　半谷　理孝議員　半谷　理孝議員

屋根架け替えに対する
市の責任は。

田村市誕生２０周年
事業の考えは。

　増額費用の総額は１億６，７５１万３，０００
円 と な っ て お り、 内 訳 は 建 築 主 体 工 事
１ 億 １，８ ６ ７ 万 ９，０ ０ ０ 円、 電 気 設 備
工 事 ８ ３ ０ 万 ５，０ ０ ０ 円、 機 械 設 備 工 事
６０３万９，０００円、屋根解体工事１，７３８万
円、コンストラクション・マネジメント（※３）業
務委託料７３６万８，０００円、追加設計・追加工
事監理委託料９７４万２，０００円で、全て一般財
源となっております。

ＡＡ（市長）

①屋根架け替えに関する増額の総額と内訳、財源
　は。
②屋根架け替え工事の請負から下請等一連の業者
　名、外された屋根の建材価値と最終処分は。
③市としての責任は。

Ｑ

ふれあい防災ふれあい防災

録画映像は
こちらから

録画映像は
こちらから

一　般　質　問

防災対策について 屋内こども遊び場の始末について

　各地区の防災避難訓練は、発災時に適切な避難行
動ができるよう自主防災組織に協力を依頼し、「ふ
れあい防災」に合わせ、各地区において避難や避難
所設営訓練、物資の確認などを実施しております。
　本年度は、船引町小沢行政区で物資の確認と個別
避難計画の勉強会を開催したほか、都路町第７行政
区では、実際に要配慮者の方を対象とした安否確
認、避難訓練を実施したところであり、引続き、防
災アドバイザー派遣事業なども活用しながら、自主
的な避難訓練の実施を支援してまいります。
　個別避難計画作成の取組みと支援は、災害時避
難行動要支援者避難支援プランに基づく、個別避
難計画の作成対象者が令和５年４月１日時点で４，
５００人、うち計画作成者は１，２４５人で、これ
らの方々の情報を平時から避難支援を担う関係者と
共有し、災害時の円滑な避難につながるよう取組ん
でいます。
　また、計画作成を促進するため、市政だよりや市
ホームページへの掲載や制度の周知を通じ、理解を
促すことで、計画作成者の増加を図り、各地域にお
ける防災意識の向上や連携に向けた取組みと有識者
を招いての地域防災講演会や個別避難計画作成説明
会の開催の支援を行っております。

ＡＡ（市長）

地区の防災避難訓練や個別避難計画作成の取組みと
支援は。

Ｑ

市政２０周年を迎えるにあたって

　具体的な計画や検討には至っておりませんが、合
併してからの一つの大きな区切りとなる節目である
ことから、セレモニーというよりは、市民の皆様が
集える、そして市民の皆様が市としての一体感を享
受できるような催しが開催できないか、検討してい
るところです。

ＡＡ（総務部長）
田村市誕生２０周年事業を準備する考えは。Ｑ

①①

②②

　二瓶　恵美子議員　二瓶　恵美子議員

　屋根の架替え工事は、建築主体工事の変更契約に
より施工しており、屋根の架替え工事のみでの請負
契約は行っておりません。
　建築主体工事の中で、屋根の架替え工事に関する
事業者名は、元請業者が株式会社鈴船建設、下請け
業者は、仮設工事が株式会社真菱建工、鉄骨工事が
株式会社ウインズ、屋根・外壁工事が株式会社柳沼
板金店、塗装・防水工事が株式会社ワタナベ建装、
金属・内外装工事が株式会社ＮＩＴサポート、建具
工事が株式会社中央鋼建の計 6 社です。
　屋根は、雨染みや日焼けによる劣化と、それに伴
う接着力の低下等で再利用に耐えられないと判断し
撤去いたしました。撤去した木材は、産業廃棄物と
して処理され、破砕により燃料用チップとして再資
源化されております。
　本事案の原因調査については、現段階では結論に
至っておらず、結果が出次第、ご報告させていただ
きます。

③③

※３　専門家が技術的な中立制を保ちつつ、発
注者の立場に立ち、建築工事のコストダウンや
品質管理に取組む業務のこと。
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共存できるまちづくり
とともに検討します。

　太陽光発電施設は利点がある一方で、土砂災害の
危険性、景観の悪化、施設管理不足による近隣住民
とのトラブルなど、生活に悪影響を及ぼす可能性も
かねてより指摘されております。
　条例等の制定は、国や他自治体の動向を見なが
ら、景観資源を保全しつつ再生可能エネルギーと共
存できるまちづくりとともに検討してまいります。

ＡＡ（総務部長）

住環境・景観保全の
ための条例整備は。

住民等とのトラブル回避や景観及び住環境保全のた
めの条例整備の必要性は。

Ｑ

　現在、市では８つの国の機関や自治体と、災害時
相互応援協定を締結しているほか、３５の民間企
業・団体と災害時応援協定を締結しており、直近で
は、通信手段の確保のためＮＴＴ東日本と、防災情
報や生活支援情報などの発信支援のため福島テレビ
株式会社と協定を締結しております。
　これらの応援協定を締結することで、各種災害対
応にかかる人的支援や物資支援、避難所環境の整備
や復旧など、迅速な災害応急対策が可能となるもの
と考えております。
　現在、市では取組んでおりませんが、災害時相互
連携協定や協議会を共同組織しているなど、何らか
の関わりを持つ自治体への支援として行っている
ケースが多くみられることから、協定を締結してい
る自治体等とその必要性や必要な場合の方法等につ
いて協議を行い、発災時に双方が支援できるよう準
備を進めてまいります。

ＡＡ（副市長）

①大規模災害に伴う相互支援連携強化と協定締結の
　推進は。
②災害自治体へのふるさと納税代理寄附の取組みは。

Ｑ

録画映像は
こちらから

大規模災害等の広域相互支援体制による安心・安全
なまちづくりについて

田村市新エネルギービジョン推進の現状と課題
について

太陽光発電太陽光発電

　石井　忠治議員　石井　忠治議員

議員研修会へ参加しました！議員研修会へ参加しました！

　令和６年１月１７日に福島県市議会議長会主催の議員
研修会へ参加しました。詳細は、下記のとおりです。

研修の様子研修の様子

○日時：令和６年１月１７日　１４時３０分～
〇場所：御宿　東鳳（福島県会津若松市）
〇内容：「住民自治と最近の議会改革の取組について」
〇講師：大正大学社会共生学部　公共政策学科
　　　　教授　江藤　俊昭氏

請願とは、憲法第１６条に規定された国民の権
利として、公の機関に対して要望を述べる行為で、
必ず紹介議員を要しますが誰でも提出することが
できます。陳情とは、事実上の行為として議員の
紹介なしで提出するものです。 

○請願（陳情）書の書き方と提出方法

　請願書などは、議会事務局へ直接持参して
ください。なお、定例会開会の５日前（土日
祝日を除く）に開かれる議会運営委員会前日
午後５時までに受付したものは、当該定例会
で審議するかどうかを議会運営委員会で判断
しますが、それ以降に受付したものは、次の
定例会前の議会運営委員会で審議するかどう
か判断することになります。
　詳しくは、議会事務局へお問い合わせくだ
さい。
※意見書提出を求める場合は、意見書の案文
を添付願います。

請願・陳情のお知らせ請願・陳情のお知らせ

①①

②②

※　写真はイメージです※　写真はイメージです

一　般　質　問
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総務文教常任委員会総務文教常任委員会
委員長　安瀬　信一

閉園後の施設の利活用は。

古い施設は取り壊しますが、新しい施設について
は、活用方法などを地元と協議していきます。

田村市立幼稚園条例の一部を改正する条例田村市立幼稚園条例の一部を改正する条例

（教育総務課）

議案８件を審査し、すべて可決すべきものと決定議案８件を審査し、すべて可決すべきものと決定

Ｑ

ＡＡ

所管事務調査所管事務調査
３月４日に、「文化財の管理状況」及び「磯前神社」
について、現地調査を実施しました。

旧関本小学校旧関本小学校

磯前神社磯前神社

現在、休園している瀬川幼稚園、芦沢幼稚園、緑幼稚
園及び要田幼稚園を閉園するための条例改正を行うも
のであり、質問内容は次のとおりです。

各常任委員会活動報告各常任委員会活動報告

市民福祉常任委員会市民福祉常任委員会
委員長　二瓶恵美子

収集物及び戸別収集方法の周知方法は。

収集物は、特定家庭用機器、いわゆる家電リサイク
ル券が必要となるエアコン、テレビ、冷蔵庫、洗濯
機以外の粗大ごみで、市指定ごみ袋を用いることが
できないものが対象となります。
周知方法は、市広報、ホームページ等で周知を図る
とともに、特に高齢者等の搬入困難者に対する周知
について、関係各課と連携し、進めていきます。

田村市廃棄物の処理及び清掃に関する条例田村市廃棄物の処理及び清掃に関する条例
の一部を改正する条例の一部を改正する条例

（環境課）

議案８件を審査し、すべて可決すべきものと決定議案８件を審査し、すべて可決すべきものと決定

Ｑ

ＡＡ

所管事務調査所管事務調査
３月４日に、「子育て支援センターの現状」及び「防
災倉庫の備蓄状況」について、現地調査を実施しま
した。

子育て支援センター子育て支援センター

防災倉庫防災倉庫

たむらクリーンセンター、たむらリサイクルプラザへ
の粗大ごみの受付に関し、従来の直接持ち込みに加
え、高齢者の増加等により搬入困難者の増加が見込ま
れることから、自ら粗大ごみを処理することができな
い市民の負担軽減を目的に、新たに粗大ごみの戸別収
集を実施するため、条例の改正を行うものであり審査
中の質問は次のとおりです。

ムシムシランドリニューアル事業に重点を置き、
桧山高原観光地化事業が縮小となった理由は。

桧山高原整備基本計画に基づき、地域住民等と連携
して事業を進めるために時間を要することから令和
８年度以降の次期計画において整備内容を検討して
まいります。

常葉辺地に係る総合整備計画の変更常葉辺地に係る総合整備計画の変更

（企画調整課）

Ｑ

ＡＡ

ムシムシランド施設リニューアル事業と桧山高原観光
地化事業の事業費の変更と実施期間の見直しを図るた
めの計画の変更であり、質問内容は次のとおりです。
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議会事務局からのお知らせ議会事務局からのお知らせ

☆議会中継をインターネットにより動画配信しています！！☆議会中継をインターネットにより動画配信しています！！

☆市民の声を募集しています！！☆市民の声を募集しています！！

☆市政だより、議会だよりをスマホ用アプリ『マチイロ』でご覧いただけます！！☆市政だより、議会だよりをスマホ用アプリ『マチイロ』でご覧いただけます！！

田 村 市 議 会 の ホ ー ム ペ ー ジ で は、 議 会 に 関 す る 各 種 情 報 を 公 開 し て い ま す。
定 例 会 等 の 開 催 日 程 や 会 議 録 な ど、 最 新 の 情 報 を ご 覧 に な る こ と が で き ま す。

 「た む ら 市 政 だ よ り」、「た む ら 議 会 だ よ り」 を も っ と 多 く の 皆 さ ん に 読 ん で い
た だ け る よ う 、 ス マ ー ト フ ォ ン 用 ア プ リ「 マ チ イ ロ 」 を 導 入 し ま し た 。 こ の 無
料 ア プ リ を ダ ウ ン ロ ー ド す る と 、 い つ で も ど こ で も ス マ ー ト フ ォ ン な ど で「 市
政 だ よ り」 や「議 会 だ よ り」 を 読 む こ と が で き ま す。
 ダ ウ ン ロ ー ド 方 法 な ど 詳 し く は「マ チ イ ロ」 の ホ ー ム ペ ー ジ を ご 覧 く だ さ い ！ 　

議 会 や 市 政 全 般 に 対 す る ご 意 見・ ご 要 望 な ど を ３ ６ ０ 字 程 度 で 、 住
所・氏 名 を ご 記 入 い た だ き、顔 写 真 を 同 封（添 付） し て 持 参、郵 送、メ ー
ル に よ り 議 会 事 務 局 ま で ご 寄 稿 く だ さ い。
　 な お 、 ご 寄 稿 い た だ き ま し た 原 稿 に つ い て は 、「 市 民 の 声 掲 載 基 準 」
に 基 づ き 、 掲 載 の 可 否 を 判 断 い た し ま す 。 詳 し く は 、 議 会 事 務 局 ま で
お 問 い 合 わ せ く だ さ い。

田 村 市 議 会 で は、イ ン タ ー ネ ッ ト を 活 用 し、本 会 議 中 継 を 動 画 配 信（ラ イ ブ 及 び 録 画）し て お り ま す。
市 の ホ ー ム ペ ー ジ か ら ア ク セ ス し て い た だ く と 、 代 表 質 問 や 一 般 質 問 な ど の 映 像 を ご 覧 い た だ く こ
と が で き ま す。
　 な お、ラ イ ブ 配 信 は 議 会 開 催 中 に、録 画 配 信 は 議 会 閉 会 後 1週 間 程 度 で ご 覧 に な る こ と が で き ま す。
詳 し く は、 議 会 事 務 局 ま で お 問 い 合 わ せ く だ さ い。

産業建設常任委員会産業建設常任委員会
委員長　石井　忠重

各鍾乳洞における入洞者数の状況は。

新型コロナウイルスの影響により、令和２年度から
３年度までは入洞者数が落ち込んでおりましたが、
５類感染症へ移行後は、コロナ禍前の入洞者数に戻
りつつあります。

あぶくま洞関連施設整備基金条例あぶくま洞関連施設整備基金条例

（観光交流課）

議案５件、請願１件を審査し、議案５件、請願１件を審査し、
　　　　　すべて可決すべきものと決定　　　　　すべて可決すべきものと決定

Ｑ

ＡＡ

「市道新田作線道路整備事業の早期完成について」は、
市道新田作線の早期整備を求める請願です。
　審査の中で、緊急車両などの大型車両が一部交差で
きない道幅であるなど、緊急時の通行に支障をきたす
恐れがあることから採択すべきとの意見が出され、全
会一致で採択すべきものと決定しました。

請願の審査結果について請願の審査結果について 所管事務調査所管事務調査
３月４日に、「請願の市道該当地区」及び「市道の
認定箇所」について、現地調査を実施しました。

請願地区調査の様子請願地区調査の様子

認定箇所確認の様子認定箇所確認の様子

あぶくま洞関連施設の計画的な整備、修繕、更新等に
必要な経費の財源に充てるための基金を設置し活用す
るため、条例の制定をするものであり審査中の質問内
容は次のとおりです。



議会だより／第７７号 18

委員長　安瀬　信一

各委員会は、次のとおり視察調査を行いました。

●総務文教常任委員会

各　委　員　会　視　察　調　査　報　告各　委　員　会　視　察　調　査　報　告

●市民福祉常任委員会 委員長　二瓶　恵美子

●視察日　令和５年１０月２日～４日
●視察地 兵庫県養父市
　　　　　兵庫県三木市
　　　　　岡山県備前市
●調査項目
　・兵庫県養父市
　　「廃校施設の利活用について」
　・兵庫県三木市
　　「縁結び課の取組みについて」
　・岡山県備前市
　　「給食費及び学用品の無償化事業について」
●調査結果
　養父市では、人口減少や地域コミュニティの希薄
化が懸念されるなか、廃校施設に企業を誘致し、遊
休施設の利活用と地域活性化を図っており、現在の
活用状況や誘致までの取組みについて説明を受けま
した。
　三木市では、地方創生総合戦略やインバウンド戦
略の推進、婚活支援、ふるさと納税、空き家バンク、

移住・定住の促進などの事務を縁結び課で行ってお
り、婚活事業を中心に高い成婚率につながる事業内
容や取組みについて説明を受けました。
　備前市では、給食費及び学用品費の無償化事業を
令和４年度から取組んでおり、財源や事業効果・課
題などについて説明を受けました。
　本市においても遊休施設の活用や子育て支援の推
進を行っていることから、３市の施策は参考となる
取組みであり、今後の議会活動に向け、充実した視
察となりました。

三木市役所前にて三木市役所前にて

●視察日　令和５年１０月２３日～２５日
●視察地 兵庫県伊丹市
　　　　　兵庫県香美町
　　　　　鳥取県鳥取市
●調査項目
　・兵庫県伊丹市
　　「安全・安心見守りネットワーク事業について」
　・兵庫県香美町
　　「公立香住病院の運営等について」
　・鳥取県鳥取市
　　「住民異動受付システムについて」
●調査結果
　伊丹市では、防犯カメラ及び見守りシステムを市
内全域で導入しており、導入までの経過や地域住民
との意見聴取、利用状況、事業効果などについて説
明を受けました。
　香美町では、本市で建設予定の市民病院と同規模
の病床数の公立病院を有しており、業務概要や経営
状況、診療状況などについて説明を受けました。

　鳥取市では、書かない・待たせない窓口実現のた
めに住民異動受付システムを導入しており、導入ま
での経過や経費、導入後の効果や今後の課題につい
て説明を受けました。
　市民の安全安心につながる事業や窓口手続きの簡
略化について、共通した課題であり、今回の視察を
基に今後の議会活動へ生かしていける視察となりま
した。

鳥取市議場にて鳥取市議場にて
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●産業建設常任委員会

●視察日　令和５年１０月２日～４日
●視察地 岩手県岩泉町
　　　　　岩手県雫石町
　　　　　岩手県紫波町
●調査項目
　・岩手県岩泉町
　　「龍泉洞の運営状況について」
　・岩手県雫石町
　　「道の駅雫石あねっこについて」
　・岩手県紫波町
　　「６次産業化に対する支援や取組みについて」
●調査結果
　岩泉町は、日本三大鍾乳洞の１つである龍泉洞を
有しており、鍾乳洞の運営状況、閑散期における取
組みや今後の事業計画について説明を受けました。
　雫石町は、「じゃらん道の駅満足度２０２１」で
全国第２位の道の駅を有しており、コロナ禍での運
営状況や施設運営・維持に要する経費、収益確保へ
の取組みについて説明を受けました。

　紫波町は、岩手県内有数のぶどうの産地であり、
平成１５年から第三セクター方式でワインの製造を
行っており、その中で、他商品との差別化や PR 方法、
出口戦略などの取組みについて説明を受けました。
　３自治体とも民間と行政のすみ分けがしっかりと
されている点や関係団体と連携した取組みなどが顕
著であり、今後の議会活動に向けて充実した視察と
なりました。

岩泉町役場前にて岩泉町役場前にて

●議会運営委員会

●視察日　令和６年１月２３日～２４日
●視察地 埼玉県所沢市
　　　　　東京都福生市
●調査項目
　・埼玉県所沢市
　　「議会改革の取組みについて」
　・東京都福生市
　　「市民へのアピールとその取組みについて」
●調査結果
　所沢市では、オンライン会議システムの導入、議
会基本条例の見直し、議会改革に関する特別委員会
の設置を行っており、各種取組みに関する経過・背
景や取組み内容について説明を受けました。
　本市議会においても議会基本条例を制定してお
り、これまで改定等を行っていないことから運用に
関して参考となる点が多くありました。また、オン
ライン会議システムは導入していないため今後、検
討していく上で参考となる視察となりました。
　福生市は、ＳＮＳを活用した情報発信や市議会

キッズページを作成しており、議会ＳＮＳ導入の背
景、経緯や導入後の効果、キッズページを作成する
までの経過、子どもたちや市民の反応や活用方法に
ついて説明を受けました。
　本市議会では、市のホームページやフェイスブッ
クを利用した情報発信を行っていますが、子どもに
向けた取組みを行っていないことから今後の議会運
営に参考となる視察になりました。

福生市役所前にて福生市役所前にて

※　広報委員会の視察報告は、前回発行（第７６号）へ掲載しております。QR コードから
　市ホームページへアクセスしていただくと過去の議会広報誌をご覧いただけますので、
　ご活用下さい。

委員長　石井　忠重

委員長　石井　忠治
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佐藤　達哉さん
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☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆☆６月定例会の開催予定☆

６月１１日（火）初日（招集日）
　会期の決定、提案理由の説明など

６月１３日（木）一般質問
６月１４日（金）一般質問
６月１７日（月）一般質問

６月 1 ８日（火）総括質疑、議案等の常任委員会付託
各常任委員会審査

６月１９日（水）予算常任委員会審査

６月２１日（金）最終日
　各常任委員会審査結果報告、質疑、討論、採決

議会だよりへのご意見・ご要望をお寄せください！！

シリーズシリーズ 若者の声若者の声シリーズシリーズ 市民の声市民の声

　私はデュアル実習成果発表会で開会の言葉と学年発表のナ
レーターを担当しました。プレッシャーに感じていましたが、
会の成功のためと考え、全力で取り組むことができました。学
年発表では、デュアル実習を通して学んだことを伝えるために
みんなで意見を出し合いながら時間をかけて準備をしてきまし
た。本番では練習の成果を出すことができました。みんなで何
か一つのものを作り上げることに達成感と喜びを感じ、とても
充実した時間となりました。
　今年度は前期・後期と２つの企業での実習を経験しました
が、来年度は１年間一つの企業で実習をします。私は、自分の

田村市常葉町

横井　寛嗣さん

「田村市に生まれて」

　私は、家電販売・電気工事・据え付け工事などを通して常葉
町で「近くて便利な電気屋さん」をモットーに三世代にわたり、
電気店を営んでおります。電気は生活になくてはならないライ
フラインの一つであり、安心安全に使用できるよう日々奮闘し
ています。
　日々の暮らしの中で感じたことは、子どもたちや高齢者など
の道路横断です。交通量も増え、横断に不安のある方も多いの
ではないかと思います。
　そのため、地域の安心安全の一つに常葉町の国道に歩道橋の
設置を検討していただきたいと思います。設置することで子ど
もたちの登下校時や地域のイ
ベント等で人が集まる際にも
安心して横断ができるなど、
商店街を安心して歩くことが
できると思います。
　最後に田村市をつくってき
た先人たちに感謝の気持ちを
忘れず、新しい未来を創る子
どもたちに素敵なバトンを渡
したいと思います。

希望進路である介護職での実
習を行うため、将来に活かせ
る技能を一つでも多く身につ
けられるよう、緊張感を持っ
て取り組んでいきたいと思い
ます。そして来年度の成果発
表会では、デュアルコースの
仲間たちと、より内容の深い
成果発表会にしたいと考えて
います。

◆発行　責任者：議長　大橋　幹一
◆編集：議会広報委員会
◆印刷： イシイ印刷

　６月定例会は下記の日程で開催される予定です。議会は一般に公開され、どなたでも傍聴できます。
なお、傍聴予定日の当日に体調等がすぐれない際は、傍聴をご遠慮くださるようお願いいたします。詳し
くは議会事務局までお問い合わせください。

ひろし さとう たつや

【お問い合せ先】　田村市議会事務局
 〒 963-4393
　田村市船引町船引字畑添７６番地２
　電話：0247-81-1223
　市ホームページお問い合わせフォームなどをご利用ください。

編　集　後　記編　集　後　記

　今回の議会だより第７７号をもって、現在
の広報委員による編集も最後となりました。
　「シリーズ若者の声」に船引高校の生徒の
皆さんの社会や将来について意見や考えを寄
せていただき、現代の「若者の声」を聞く機
会をいただきました。
　「市民の声」では、性別や年代問わず、生
活に関する内容、地域に対しての考えを寄稿
していただきました。「若者の声」「市民の声」
に寄稿いただきました皆様にこの場をお借り
して御礼申し上げます。
　「議会だより」の役割は議論の内容や決議
に至ったその経過のなどを皆様にお伝えする
ことが大切だと考えております。
　今後は「若者の声」「市民の声」の場以外
でも皆様の声を聞く機会が増えればよいと考
えております。
　次号から新たな委員での広報発行となりま
す。今後ともご愛読のほどよろしくお願い申
し上げ編集後記といたします。

活動の様子活動の様子

〈委員長〉　　遠藤　雄一（前列右）
〈副委員長〉　管野　公治（前列左）
〈委　員〉後列左から 吉田　一雄
　　　　　　　　　　吉田　文夫
                              石井　忠重
　　　　　　　　　　大河原孝志

よこい


